
昭

和

お

年

皮

平

城

宮

発

掘

調

査

概

報

附
利
均
年
度
に
お
こ
な
っ
た
特
別
史
跡
「
平
城
山円
跡」
の
充
州
調
作
は、
部
ロ

・
叩M
・
M・
日・
日
次
の
5
川
に
わ
た
り、

先
制
総日
山
町
はω
己
ア
l
ル
に
お
よ

ん
だo
m
ロ
次
訓
μH.
は、
7
川
9
H
か
ら
9
川
初
日
ま
で、
先
制
調
作
事
務
所
の

一内
向
点 、

出
て
次
内一
災
小
心
部
(
白
〉
〉
ο
ーの
・

0
地
.HR
〉

に
あ
た
る
却
ア
l
ル

を
先
制
し
た。
都
目
次
調
介.
は、
8
川
2
U
か
ら
m
u川
9
け
ま
で、
一必
肱一
条
辿

北
側
佐
紀
町
ト附
郎
(由
〉
〉
O
l司・
ヱ-
一
-一ハ・
〈
地
-hh
G
〉
〉
o
ーの・
0
地

-い
お
よ
びロ
〉
〉
∞
|
C
地
以〕
の
叩
ア
ー
ル
を
先
似
し
た。

m
H
次
川州
代
は、
山内

城
市
凶
附
(由
〉
ロ
ヱ
|『リ
-
」
・
ヌ・
「
地
以〉
日
ア
ー
ル
を
ロ
川
7
H
か
ら

3
川
幻
日
ま
で、

節
目
次
訓
代
は
、

州ぃ
印
刷
門
の
川
辺
(
町
、r
o
-リ
l、-，
・
刃
・
司

地
似)
MW
ア
l
ル
を
2
バ
引
け
か
ら
3
川
出
日
ま
で
先
制
調
作
し
た。

以
卜、
判州

有
紡
米
の
概
要
を
郎
作
す
る。

第
口
次
調
査

訓
有
地
域
は、
こ
れ
ま
で
3
川
に
わ
た
り
訓
代
し
た
卸
二
次
内
以
内
卯
の
小
火

刷
川
会
占
め
て
い
る
。

お
も
んは
泣
仰
は
出
2
次
内一
災
の

辿
物
と
仰
で
あ
る
。

州h
v.

れ
川
廊
ω
のω
誌
は、
日
川
分
が
倹
山
さ
れ、

既
刊州
本川
部
分
とAH
わ
せ
て、
内
側

辺
川
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た。
川
廊
の
約M・吋
m…
陶
に
は
陶
州
築
地
川
廊
の
北

肘
務
部
が
東
西
に
通
っ
て
い
る。
廊
の
京
聞
に
は
位
心
か
ら
約
M
H
m
に一
附
約
ω

叩
の
いいボ
似
の
雨
mm
併
が
あ
る
。

こ
の
廊
の
西
日-
u
m
で、

9
川
2
間
(
住
川M・
8
m

附
利
お
年
度
川r
城
・日
発
似
訓
侃同院
訓開

等
川)
の
南
北
山似
制
立
れ
辿

物
ω
∞
白山。
を
発
見
し
た。

こ
の
辿
物
は
出
6
次
訓
ι川・

で
先
日比
し
た
ω
∞
主。
と

∞
∞
印
m

を
お
い
て
桁
行
付

列
を
そ
ゐ
え
て
市
北
に
松

ん
で
い
る。
十川
刷
築
地
川

JH
可J
レLU-
-htH，
十企F
d fHU、
g

M山

d
lイ

1.
Y-
h
I
dea
川f
l

品川af
t
--

コ・
1、
、

hJ
q品

、
免じ

市十印刷
カ
F .
甘H
F
金串4
nxJ

似
し
た.か、
伐
作
状
況
は

阪
め
て
必
く、

の
は依AH
部
付
近一一

時れ
が

ω
nMム吋

山川
作
す
る
山村

'M

で

あ
っ

た。
し
か
し、
的問.
K
れ
の

散
乱
す
る
刷
協
川仰
の
泌
跡

は
小
川棚
線
付
近
で
も-
山

仙紙
に
通
っ
て
お
り 、
1)、1
'& 

南
而
築
地
川
廊
の
広
州
は

歴

研

究

......... 三

史

建
‘民，E喜

研

物

究

'*、�、
.::2:ニ

:X� 6・9・12 Î.火。;11.1 fr. J自民l z
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一ず

ωo明

j R÷÷÷ ミデ予fτ二五討 .，ド もeコ予 '= - " j 

ll j 胞l

門

Jトト]
附

間
門
の
位
位
で
も
張
川
し
は
な
く 、

開
門
の
幅
は
築
地
回
廊
の
幅
と
一

致
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る。

第
二
次
内
到
に
M
す
る
建
物
を一
平
安
宮
内
・災
と
比
較
す
る
と 、

ω
∞
主
。
・

2
0

は
-U
防
断 、

ぃ作
山m
m胞
に
あ
た
る
も
の
だ
が 、

桁
行
が
ん比
防
殿
9
川 、

森
山内
政
が
7

間
で
あ
る
の
に
対
し 、

印
∞
主
。
が
5
問 、

印
一∞
2
0
が
9

間
と
な
っ
て
い
る 。

第

2
次
内
兵
以
外
の
泣
椛
と
し
て
仰
が
2
列
あ
る 。

第
日
次
調
査

部
日
次
調
行
は 、

ド
米
地
区
(
白
〉
〉
∞
l

c
区 、
白
〉
〉
O
l

。
・

0一
院〉

と
同
地

区
〈
由
〉
〉
O
|

勺
・

エ
・
一
-

一〈
・

〈
区)

に
お
い
て
お
こ
な
っ
た 。

内良大|長殿ー才']11反n;t凶

八
点
地一
似
V

KL
な
泣
協
は 、

山泌
物
日
仙隊 、

築
地
1

刷 、

ル
ド
1

附
所 、

制
2
糸 、

仁
験
2
例

所
で
あ
る 。

辿
物
の
ほ
と
ん
ど
は
州
立
伎
の
も
の
で
あ
る
が 、

ω
∞
∞
誌

の
小
建

物
は
小
礎
石
を
す
え
た
も
の
で
あ
る 。

自
〉
〉
∞
l

C
地
区
一

却
は
地
山
が
点
に

似
斜
し
て
下
り 、

そ
れ
を
開
め
て
造
住
が
行
な
わ
れ
て
い
た 。

泣
仰
は
配
眠
状
況

や
純
穴
の
市
似
凶
係
か
ら
少
く
と
も
次
の
5

別
に
区
分
し
う
る 。

A
期

∞
〉
〉
切
|

C
地
区
中
山〈
北
辺
で 、

ぃ米
凶
隙
的
行
7
川
(
住
川
3

3

建

物
ω
回
吋U
m
の
一

部
を
検
出
し
た
の
み
で
あ
る 。

B
期

建
物
3
隙 、

築
地
1

而
が
挫
然
と
配
位
さ
れ
て
い
る 。

U
地
区
の
東
北

部
に 、

市
北
隙
6
川
以
ト ハ
×
4
川
〈
怜
川
作
3
m
)

ぃ
以
内
川
市れ
付
辿
物
ω
回
吋
ωO
が

あ
る 。

こ
の
辿
物
の
ト米
側
位
列
の
出
延
長
線
上
に
点
主
を
お
い
て 、

必
同
僚
桁

行
7
附
(
住
川M-
m
m
)

の
建
物
ω
四
戸
O
(
梁
問中木
隊
認〉

が
あ
る 。

そ
の
約
∞・
m
m

凶
に い
米
凶
隙
3
川
x
2
間
〈
仲代
川
作M・
品
m
)

の
辿
物
ω
∞
∞C
∞
が
あ
る 。

こ
の
南
側

性
列
と
ω
∞
コ
。
の
北
側
性
列
と
は
同
一

，
制
上
に
あ
る 。

U
地
区
点
端
に
は
築
地

ω
の
弓m

が
南
北
に
通
っ
て
お
り 、

築
地
の
東
側
は
一

段
低
く
な
っ
て
い
る 。

築

地
は
絵
地
用
を
約
印
叩
煽
り
さ
げ 、

そ
の
上
に
的
制
色
粘
土
を
杭
み
上
げ
た
法
礎

地
問
め
を
践
す
の
み
で 、

ト
県
縁
は
ぷ
凹
造
成
時
に
破
峻
さ
れ 、

現
存
の
築
地
必
礎

地
問
め
の
位
ト〈
削
は
6
m
で
あ
る 。

U
地
区
間
北
附
の
上
扱
ω
穴
∞M
O

は・」
の
期

に
以
し 、

川
t
し
た
木
附
か
ら
刷出
没
時
を
天
平
木
作
に
般
定
で
き
る 。

ω
』ハ
∞N
O
埋
土
上
に
造
営
さ
れ
た
南
北
隙
6
間
x
3
問
(
柱
間
作
3
m
〉

tß 21刈

C 
期
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ぃ
米
・札
付
建
物
ω
∞
∞同
∞
と 、

そ
の
市
山
m
に
凶
側
れ
州
を
そ
ろ
え
て 、

T1
レしi、

づ一円
l』叶
Mm
nノ旬

間
以
上
×
2
川
(
住
川
作
3
m)
の
建
物
ω
∞
∞
白
が
あ
る 。

こ
の
建
物
に
は
床
束

れ
穴
が
あ
る

。

6
〉
〉
O
l
o
地
一仇
の
北
部
に
あ
る
3
川
×
2
川
戸いれ
川
作M

・M
m)

ω
∞
∞吋印
も
こ
の
則
の
も
の
で
あ
ろ
う 。

D 
期

U
地
区
の
中
央
部
凶
よ
り
に
点
凶
隙
5
削
x

3
川
(日目
川
名M
ム
m
)

一肌
付
建
物
ω
∞
吋
誌
が
あ
る 。

E 
期

U
地
区
の
中
央
北
よ
り
に
東
川
保
6
川
X
4
川
(
仇
川
作M
ム
m
〉

IILj 
1(lí 

井
戸
ω
開
口
印
も
こ
の
則
に
制
す
る

。

以
上
の
5

則
の
ほ
か
に
同
期
を
決
し
が
た
い
建
物
が
数
隙
あ
る 。

〕恥
付
建
物
ω
∞吋∞
。
が
あ
る c

な
お 、

D 
j也

区
の
ほ
ど
全
政
は
市
出
古
的
(ω
xmoO〉

のu川
ト刈
川州十
米
側
の
川
れほ
部
分
に
あ
た
り

一
部
に
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
て
玉
石
を
蚊
き
つ
め
た
外
促
点
出
を
検
山
し
た 。

八
凶
地
区
V

今
川
新
た
に
検
山
し
た
主
な
迫
桝
は 、
辿
物
日
出 、

附
1
列 、
井
戸
1
個
所
な

と
で 、

部
2
次
内一
以
北
山
築
地
問
廊
ω
の
。
g 、

そ
の
北
の

築
地
ω
ロ
ム
∞
∞
な
ど
の

い
米
延
長
部
も
前
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
検
川
し
た 。
'

」
の
地
区
の
南
下
は
市
出
古
墳

前
点
目部
前
而
の

同
一倣
に
あ
た
り
、

干
減
富
造
営
時
に
川一
没
し 、

そ
の
上
に
辿
物
全

造
也
し
て
い
る 。

新
た
に
検
川
さ
れ
た
辿
物
は
す
べ
て
細
江
れ
の
も
の
で 、

配
位

状
況
や
位
穴
の
市一
復
関
係
か
ら
次
の
6
則
に
区
分
し
う
る 。

a

期

F
地
区
と
K
地
区
に
ま
た
が
っ
た
南
北
隙
5

川
×
2

間
(
怜
川
名M，
、一
m
)

の
建
物
ω
∞
5
8
が
あ
る 。
他
に
辿
桃
は
な
い 。

b
期

K
地
区
の
中
火
部
に
あ
る
京
間
隙
5
間
以
上
X
5
川
(
柱
山
各
3
m)
の

建
物
ω
B
5
0
0
は
身
合
の
梁
行
が
3
削
の
も
の
で 、

四
端
は
未
判
官れ
だ
が
お
そ
ら

く
四
而
耐
に
な
る
も
の
と
み
ら
れ 、

∞
〉
〉
O
区
で
日以
大
の
規
校
の
も
の
で
あ

昭
和
お
年
度
平
城-V
出
発
制
刊州
代
慨
報

る 。

そ
の目
印
m…
北
に
あ
る
京

1& 
隙
5 
IHI 
x 

11\1 
(
れ
川
桁
行

立HM-H
m

、

洗
行
各ケ
印
m)
南
北

仇
付
辿
物
ω
∞-o
g
も
こ
の
則

」ヒ

の
も
の
か
も
し
れ
な
い

。

c 

期

K
地
区
の
点
却
に
十附

北
凶関
口
川
×
2
川
(
れ
川
桁
行
作

Me
g
m

、
淡
行
作
3
m
)
の
出
物
ω

∞由由()
が中の
る 。

d 
期

バ4
lili 
l�! 
5 
1:\1 
X 

2 
11\1 

(
住
川
桁
行同
ム
m

、

地拡
行
N・
2…

雄
物
ω
∞
3
0
は
こ
の
則
に
以

す
る 。

e 

期

ω
∞
5
0
0
前
半
に
市

な
る ト
米
州
隙
6
川
以
上
×
3
川

ハ
悦
川
桁
行
作
3

可

決
行
作
M-
∞

印
m
)

十附・
恥
付
建
物
ω
∞

5
5

が
あ
る 。

で f
期

南
北
I�! F 
7 Jlli 
�\l Iメ:
× の
2 ほ

11\1 
r.. '1' 
H 火

川
各M
ムm)
辿
物
ω
∞
呂
田
を

みだ
いU
Iし
ニ

。

'S1tl

JJ

 こ
の
辿
物
の
北
部

S 131000付近j山待状況:J; 31百|
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6
柱
列
の
中
山明、
よ
り
に
小
佐
穴
が
あ
り

間
仕
切
り
が
あ
っ
た
も
の
と
思

わ

れ

38 

る。

こ
の
間
仕
切
り
ま
で
の
5
山
の
部
分
に
は
、

西
に
3
m

雌
れ
て
小
柱
穴
が
並

び、

同
州、
目
隠

な
ど
の
仔
在
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ω
∞

呂
田
の
北
2
m
に
京

凶
倣
4
川
以
上
×
3
川
(
仲代
川
作M・
8
m
〉

南
附
付
辿
物
ω
∞
=
討
が
あ
る
。

桁
行

柴
行
と
も
に
2
間
の

建
物
ω
∞

3
0

と
南
北
柵
ω
〉
u
m
O

も
こ
の
則
の
も
の
で
あ

ろ
う。

こ
の
則
の

泣
桃
は
方
位
が
北
で
西
に
ふ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

節
目
次
調
作
地
以
は
い
ず
れ
も
卸
2
次
内
災
内
邦
の
北
に
位
位
し、

節
目

日

次
調
有
地
以
と
と
も
に
内
災
に
付
属
す
る
部
分
で
お
そ
ら
く
平
安
富
の
翠
方
約
・

校
万
幼
の
前
身
的
な
地
区
と

叫註記
さ
れ
る
。

点
端
で
倹
山
さ
れ
た
築
地
ω
の
吋
O
印

は
現
地
形
か
ら
み
て
、

第
2
次
内
以
外
郭
のい
米
而
築
地
と
み
ら
れ
る。

発
見
さ
れ
た
造
物
で
紋
も
苦
し
い
も
の
は
、

ド
米
地
似
の
ω
穴
∞
N
O
か
ら
出
七
し

た
年
代
の
舷
定
さ
れ
る
一

括
迫
物
で
あ
る
。

こ
の
土
搬
は
方
約
4
m
、

深
さ
M-
ω

m

で、

ほ
に
一伴
さ
m
m
仰
の
造
物
の
地
引
が
あ
っ
た
。
こ

の
取
前
に
は
本
年
械
で
別

に
述
べ

た
冨
S
点
の
木
簡
と
と
も
に、

多
此
の
土
総
額、

木
総
額、

繊
維
製
品、

瓦
額、

自
然
泣
物
な
ど
が

あ
っ
た
。

こ
の
土
城
は、

お
そ
ら
く
短
期
間
の
ご
み
捨

て
ん
入
ら
し
く、

則一

役
の

年
間
は
木
簡
の
年
号
花
松
か
ら
天
一千
四
年
8
月
を
あ
ま
り

へ

だ
た
ら
な
い
と
椴
定
さ
れ
る。

土
総
額
は
土
師
様、

須
志
保
が
+↑一
で、

三
彩
制

小
形
薬
屯
設
が
一
tu…
あ
る。

土
師
様、

須
恵
撚
に
は
品
川
の
あ
る
も
の
が
十
数
点

あ
り、

十日
馬
が
一

点
山
土
し
て
い
る
。

木
製
品
に
は
糸
巻、

紡
銭
前ド、

火
鎖
臼、

杓
子、

官、

山
物
容
山師、

漆
総
片
や
人
形、

除
扇
な
ど、

繊
維
製
品
に
は
平
絹
断

片、

麻
縄
が
あ
り、

さ
ら
に
は、

府
や
能
の
断
片、

徐
氏
な
ど
も
検
出
さ
れ
て
い

る
。

，H
然
泣
物
に
は
-来、

初
挑、

桃、

瓜
な
ど
の
種
f
如、

木
の
校
や
裳
が
あ
っ

同
じ
く
木
簡
の

川
土
を
み
た
ω
穴
∞
吋
O
は
点
凶
・

南
北
と
も
に
5
m
ほ
ど
の

--O

 

JL

 



不
拡
形
な
も
の
で
泌
さ
は
H・
ω
m
と
浅
く、

造
物
保
存
状
況
は
良
く
な
か
っ
た
が
、

上
限
・

瓦
飢
の
ほ
か
に
漆
冠
断
片、

間
片
な
と
全
検
川
し
た
。

こ
の
十一
以
川
近
の

絵
地
問
中
か
ら、

緑
制
μ1
瓦
ハ
が
1
枚
分
川
t
し
て
い
る。

そ
の
他
の
地
点
か
ら

は、

多
が
の
瓦
・

士
総
矧
が
山
上
し
て
い
る
が、

U
地
区
検
山
の
数
点
の
川
硯、

お
形
脱、

八
化
縁
京
瓜
悦
州出
や
品
川
上
限
が
什刊
立
さ
れ
る。

第
刊
次・
第
叩
次
調
査

部
M
次
調
官代
は
山山内
跡
凶
府
間
の
∞
〉
U
Z
K
で
行
な
っ
た。

主
な
迫
備
は
んHh
城

の
南
を
限
る
大
垣
の
ほ
か
に
州
な
れ
辿
物
5
株、
柵
2
州、
ル.
ド
2
附
所
が
あ
る。

大
垣
は
、
市
縁
が
現
花
の
水
路
で
破
凶伏
さ
れ
て
不
明
だ
が、
川
∞-
m
m
以
上、
泌
さ

OE
印
m
の
法
礎
地
川
め
乞
お
こ
な
い
、

そ
の
卜し
に
制
約
日
印
m
の
川
氏
却
の
築
地
と

北
側
に
約
「
印
m
一仰
の
犬
定
り
加
を
設
け
て
い
る。

築
地
は
削
ポー
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
築
地
の
小
心
か
ら
ロ
m
耐
に
仰
が
あ
る
が
北
口似
合
川
代
す
る
に
と
ど
ま
っ
た。

附
和
初
年
度
ギ・
波
宮
発
制
川
流
紙
報

調
査
地
域
の
州
北
部
で、

側
板
を
立
て、

内
側
か
ら
枠
で
と
め
た
点
形
の
井
戸

を
検
川
し
た
。

す
べ
て

川
以
土、

i
j
l

 各
州
二
枚、

上
下一
.
段、

計
四
枚
か
ら
な
り、

木
製
の
怖
を
い払
川
し
た
も
の
で
あ
っ
た。

木
製
M聞
は、

下
段
8
枚
に
用
い
た
も
の

が
保
有
良
好
で
ほ
x
完
形
に
近
く、

頂
部
を
山
形
に
作
っ
た
長
万
形
の
材
で、

喝長

保
さ
3
m
、

表ド
山
小
決
に
舶
が
あ
る。

に
釧
府間
文、

中
火
に
逆
S
-与
形
の
文
阪
を、

川中…、

パ、

自
の
三
色
で
主
い
て
い

る
。

上
端
本
u
m
に
は、

斜
め
に
災
山
ま
で
円一
辿
す
る
小
孔
が
ほ
ど
3
m
川
刷
に

さ
5
0
叩
、
HH
A弓
m
、

血判ロd
c

表
出
に
は、

上
下

仲町
た
れ
て
い
る。

小
火
に
は
上
下
約
加
仰
を
お
い
て
2
例
ず
つ
小
刀
孔
が
穿
た
れ

て
お
り
、

保
HN
尖
仰
を
と
め
る
孔
と
み
ら
れ
る。

は、

延h
凶
作「
人
司
式
に
ペル
校
の
あ
る
俗
人
の
威
儀
用
の
Mm
と
合
致
し
て
い
る。
上

山川
の
小
孔
は
応
援
を
制
苫
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う。

・災
耐
に
文ハ
f
-

絵
画
の

こ
の
怖
の
寸
法

文
係
・

彩
色

山根
HHH
・

一山林
刻
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。

な
お、

縦
に
で
枚
に
訓
れ
た
も
の
を
棋
院
を

打
ち
つ
け
て
再
使
用
し
た
ら
し
く
、
川氏
耐
に
は
仲間
を
と
め
る
泌
が
え
ぐ
っ
て
あ
る
。

二
の
地
械

の
ト
肘
に
は
ル内
生
六
時
代
の
作副
総
跡
が
あ
っ
た。

険
山
さ
れ
た
住
川

跡
は
団
側
所、

他
に
数
条
の
部
やじ
恒
仰
を
州
兆
し
た
土
附似
て
例
一山
な
ど
が
あ
る。

);Þl 

節
目
次
同州
代
は
m
u
次
訓
広川
地
域
北
必
の
凸
〉
ロ

勺
い
で'
れ
な
い
、

I'!.j 
I(IÎ 
南
1") 

|千?

と
そ
れ
に
辿
な
る
大
町一
お
よ
び
辿
物
2
僚
と
附
l
列
を
発
い比
し
た
。

州
市十
郎
が
脱
伐
の
道
路
卜
に
な
り
訓
作
不
能
だ
っ
た
が、

日
印
有
川1
1

!
1
1
1
9V

 

訓
代
し
た
点
引十
郎
で
は

包í� 5 1�1 

什端
的
は
削
泌ー
さ
れ
て
お
り、

わ
ず
か
に
地
下
に
刷
り
込
ん
だ
法
随
地
問
め
が
妓
存

そ
の
範
聞
は
南
北
約
MM
m
で、

大
町一
が
門
の
中
央
に
と
り
つ
く
と
仮

し
て
い
た。

返
す
る
と
点
州
は
ほ
x
u
m
と
な
る
。

辿
物
は
2
附
則
に
わ
た
る
各
1
隙
で、

ず
れ
も
門
の
北
約
日
m
の
京
凶
仰
の
北
側
に
あ
っ
た。

な
お、

こ
の
地
区
の
北
半

充)

39 

は
小
併
の
以
篠
川
の
氾
滋
で
破
決
さ
れ
て
い
た。

(
本
村
去
訂
・

鈴
木




